
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 107 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地理歴史 科目 歴史総合 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 歴史総合 近代から現代へ （山川出版社） 

副教材等 詳細歴史総合 （浜島書店編集部） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

主に近現代史を中心に授業を行う。様々な歴史的資料やデータを通して、歴史の大きな流れをつ

かんでいきたい。 

講義だけでなく、調べ活動、グループワーク、レポートの作成などを通して、歴史をより柔軟に、

多角的な視点から考察してもらいます。 

 

２ 学習の到達目標 

日本史と世界史を関連付け、世界史の中の日本史をとらえる。特に近代史以降の歴史的事象から、

現代に生きる我々が直面する諸問題を考察することを通して、広い視野に立ち、グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

（１）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野か

ら捉え、現代的な諸課題の背景を理解し、諸資料から歴史に関する様々な情報を調べまとめる技

能を身に付けるようにする。 

（２）近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを多面的・多角的に考察したり、

歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力や、考察・構想したことを説明した

り、議論したりする力を養う。 

（３）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的

に追究、解決しようとする態度を養うとともに、日本の文化だけでなく、異文化を尊重すること

の大切さについての自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・人物名や出来事などを覚

えるだけでなく、それぞれ

の因果関係やつながりを含

めて理解するように心がけ

ましょう。 

・様々な歴史的資料に目を

通し、それらを活用しなが

ら客観的に歴史的事象を理

解するようにしてくださ

い。 

・歴史上の出来事などに自分

の意見や考えを持つように

してください。また、そうい

った意見や考えを他者に伝

えることができるようにし

ましょう。 

・「過去を知ること」は「今

を知ること」のみならず「未

来を知ること」にもつながり

ます。歴史を通して、現在の

諸問題について考えてみて

ください。また、答えは出な

いかもしれませんが、その解

決に向けて何をすべきかを

考えてみてください。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

 

第

１

部 

近

代

化

と

私

た

ち 

第１章 結びつく世界 a:15世紀から 18世紀の日本や世

界各国の社会について理解する 

b:当時の出来事から、現代の諸課

題について思考する 

c:15世紀から 18世紀の日本の状

況と世界の状況について、比較し

ながら考察する 

 

定期考査 

ノート提出 

 

振り返りプ

リント 

定期考査 

 

レポート 

定期考査 

 

振り返りプリ

ント 

 

レポート 

第２章 近代ヨーロッパ・アメリ

カ世界の成立 

a:近代ヨーロッパで起きた出来

事や変化について理解する。 

b:近代ヨーロッパの出来事と現

代の人類が抱える課題との関係

について考える。 

c:ヨーロッパで起こった出来事

が当時のヨーロッパ社会や世界

にどのような影響を与えていた

のかをデータを用いて考察する。 

 

 

定期考査 

ノート提出 

 

振り返りプ

リント 

定期考査 

 

レポート 

定期考査 

 

レポート 

 

話し合い 

第３章 明治維新の日本の立

憲体制 

ａ：幕末の動乱から明治時代にか

けての日本社会の変化について

理解する。 

ｂ：当時の日本が世界からどのよ

うな影響を受けたのかをデータ

や資料を用いて考察する。 

ｃ：現在の日本の諸問題との関係

について考察する。 

定期考査 

ノート提出 

 

 

振り返りプ

リント 

定期考査 

 

レポート 

定期考査 

 

話し合い 

第４章 帝国主義の展開とア

ジア 

a:当時の日本と世界の国々との

関係について理解する。また、欧

米列強の動きとそれに対する世

界の国々の動きを理解する。 

b:明治時代における日本の社会

の変化とそこから生じる諸問題

について考察する。 

c:現代の日本の社会が抱える諸

問題との因果関係について考え

る。 

 

 

定期考査 

 

ノート提出 

振り返りプ

リント 

 

定期考査 

 

ノート提出 

レポート 

定期考査 

 

レポート 

 

話し合い 
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２
学
期 

 

第
２
部 

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち 

第５章 第一次世界大戦と大

衆社会 

a:第一次世界大戦の経緯とそれ

が世界に与えた影響について理

解する。 

b:世界各国の動向について考え、

それが世界にどのような影響を

与えたのかを理解する。特に日本

の立場から見た当時の世界状況

について考察する。 

c:第一次世界大戦後の日本の社

会の変化について考える。 

 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

 

振 り 返 り

プリント 

定 期 考

査 

ノート提

出 

 

話し合い 

定期考査 

 

レポート 

第６章 経済危機と第二次世

界大戦 

a:世界恐慌から第二次世界大戦

までの流れや社会の変化につい

て理解する。 

b:世界恐慌が当時の資本主義に

与えた影響について考え、資本主

義経済のしくみについて考察す

ると同時に、現在の経済のしくみ

について考察する。 

c:当時の日本の置かれた状況を

多角的な視点から考える。 

 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

 

振 り 返 り

プリント 

話し合い 

 

レポート 

話し合い 

 

レポート 

第７章 戦後の国際秩序と日

本の改革 

a:二つの世界大戦の反省から生

まれた新たな国際秩序と、新たな

問題について理解する。 

b:第二次世界大戦後に生じた新

たな問題について考える。 

c:大戦前と大戦後の社会の変化

について、日本だけでなく世界全

体も含めた多角的な視点で考察

する。 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

 

振 り 返 り

プリント 

定 期 考

査 

ノート提

出 

 

振 り返り

プリント 

話し合い 

 

レポート 
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３
学
期 

 

第
３
部 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち 

第８章 冷戦と世界経済 a:第二次世界大戦後の米ソの対

立と世界各国の動向について理

解する。 

b:戦後の日本の社会の変化につ

いて政治や経済などから考察す

る。 

c:高度経済成長を果たした日本

と世界とのかかわりの変化につ

いて多角的な視点で考察すると

同時に、日本は世界にどのように

かかわっていくべきかを考える。 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

 

振 り 返 り

プリント 

定 期 考

査 

ノート提

出 

話し合い 

第９章 グローバル化する世

界 

a:ソ連の崩壊からグローバル化

していく世界の動向を理解する。 

また、そうした変化の中での日本

国内の変化についても理解する。 

b:ＥＵの成立や発展途上国の経

済発展、地域紛争などから地域的

な課題や問題について考える 

c:グローバル化する世界におけ

る日本の役割について考える。 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

定 期 考

査 

ノート提

出 

 

レポート 

話し合い 

第 10 章 現代の課題 a:グローバル化がもたらす問題

について理解する。 

b:グローバル化がわれわれの生

活にもたらした変化について考

える。 

c:現代日本の諸問題を考察しな

がら、今われわれができる行動か

ら世界が抱える問題について考

える。 

 

定期考査 

ノー ト提

出 

 

振 り 返 り

プリント 

定 期 考

査 

 

レポート 

話し合い 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


